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各バージョンでの主な新機能一覧

iGrafx 2007（SOX+ Ver 3.0）の新機能
• 新図形の追加
• リスク状況表示機能の強化
• リスクダイアログ「分類番号」欄の追加
• リスク辞書の追加
• 業務詳細ダイアログ「勘定科目」欄の追加
• 整合性チェックの機能強化
• AdministratorKitの機能強化

iGrafx 2009（SOX+ Ver 4.0）の新機能
• リスクカテゴリー機能
• キーコントロール表示機能
• コントロール表示圧縮機能

iGrafx 2011（SOX+ Ver 5.0）の新機能
• ポップアップ表示機能

iGrafx 2013（SOX+ Ver 6.0）の新機能
• RCM出力時の統制レベル抽出機能

iGrafx 2015（SOX+ Ver 7.0）の新機能
• 使用帳票/証憑一覧の出力
• 17原則評価
• 配布ファイル読込時の図形集・iGrafxテンプレートの保存
• 【整備/運用評価オプション】（有償オプション）

・評価表出力時の統制レベル抽出機能
・運用状況評価調書(単票)の出力

iGrafx Origins(v16) （SOX+ Ver 7.0.1）の機能変更
• Windows10に対応
• 「部門」⇒「Swimlane」に名称変更
※SOX+の機能は前バージョンと同じです

iGrafx Origins(v16) （SOX+ Ver 7.0.2）新機能
• 整備/運用評価OP英語版追加（有償オプション）
• Server Edition英語版追加（サーバー製品連携機能）
※iGrafxの機能は前バージョンと同じです

iGrafx Origins(v17) （SOX+ Ver 7.0.3）新機能
• Server製品（iGrafx Platform)新バージョンとの連携
※iGrafxの機能は前バージョンと同じです

iGrafx Origins(v17.8.0) （SOX+ Ver 7.0.4）新機能
• Windows11に対応
• Server製品（iGrafx Platform)新バージョンとの連携
※SOX+の機能は前バージョンと同じです
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iGrafx 2007（SOX+ Ver 3.0）の新機能

• 新図形の追加
• リスク状況表示機能の強化
• リスクダイアログ「分類番号」欄の追加
• リスク辞書の追加
• 業務詳細ダイアログ「勘定科目」欄の追加
• 整合性チェックの機能強化
• AdministratorKitの機能強化
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新図形の追加（１）
複数内容表示図形、業務詳細内容図形

■複数内容表示図形
業務詳細、リスク、コントロールナンバーを範囲指定し、それらの詳細内容をフロー上にまとめて

表示します。

■業務詳細内容図形
業務詳細図形に紐づけることにより「業務詳細内容」を表示します。
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業務詳細ダイアログで設定した使用帳票名、規定文書名をフロー上に表示します。

新図形の追加（２）
使用帳票図形、規定文書図形
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リスク状況表示機能の強化（１）
リスクダイアログのコントロール確認ボタンの追加

選択したコントロールの
入力画面へジャンプ

リスクダイアログのコントロール確認ボタンより、関連するコントロールを一覧表示します。
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リスク一覧・コントロール一覧に、関連するコントロール・リスク数を表示します。

リスク状況表示機能の強化（２）
リスク一覧、コントロール一覧画面の追加

選択したコントロールの
入力画面へジャンプ

選択したリスクの
入力画面へジャンプ
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リスクダイアログ「分類番号」欄の追加

リスクが種類・性質等にもとづいて分類されている場合に、その分類コードを入力できます。
リスク図形にリスクナンバーの代わりに表示させることも可能です。
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リスク辞書の追加

リスクを辞書化することにより、入力の手間を省き、ミスを失くします。
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業務詳細ダイアログ「勘定科目」欄の追加

業務詳細ダイアログに勘定科目欄を追加しました。
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整合性チェックの機能強化

リスクとコントロールが関連付けされていない等のエラーを、RCM出力前にチェックできます。
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AdministratorKitの機能強化

各項目の名称変更、項目の表示/非表示の設定が可能

業務記述書/RCMフォーマットの列順変更機能

AdministratorKitで設定した内容を、
即座にiGrafx FlowCharterで動作
確認することができるモードです。

テストモード機能
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iGrafx 2009（SOX+ Ver 4.0）の新機能

• リスクカテゴリー機能
• キーコントロール表示機能
• コントロール表示圧縮機能
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リスクカテゴリー機能

内部統制以外のリスクも設定が可能になり、統合的にリスク管理ができます。

カテゴリーもしくは統制目的を指定して、出力されるリスク及びコントロールを絞り込む
ことができます。

初期値では
「J-SOX法」
「会社法」
「その他」

を設定
AdministratorKitで項目名・数の
変更可能
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キーコントロール表示機能

キーコントロールの表示がフロー上にされるので、評価対象のコントロールの確認に有効です。
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コントロール表示圧縮機能

重複して出力されるコントロール内容が非表示になることでRCMが見やすくなります。
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iGrafx 2011（SOX+ Ver 5.0）の新機能

• 業務、リスク、コントロール内容のポップアップ表示機能
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ポップアップ表示機能

業務、リスク、コントロールの内容をポップアップで表示します。
ポップアップ表示機能は、PDF出力機能で出力したPDFファイル上でも有効です。

マウスポインタを図形に近づけると

その図形に入力されている詳細内容を
ポップアップで表示します

※この機能は、初期設定では機能オフになっていますので、AdministratorKitで機能オンにしてください。
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iGrafx 2013（SOX+ Ver 6.0）の新機能

• RCM出力時の統制レベル抽出機能
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RCM出力時の統制レベル抽出機能

RCM出力時に、キーコントロールのみなど、統制レベルで絞り込むことができます。

キーコントロールで
抽出した場合
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iGrafx 2015（SOX+ Ver 7.0）の新機能

• 使用帳票/証憑一覧の出力
• 内部統制の5つの構成要素に関連する17原則評価機能
• 配布ファイル読込時の図形集・iGrafxテンプレートの保存

【整備/運用評価オプション】
• 評価表出力時の統制レベル抽出機能
• 運用状況評価調書（単票）の出力



21

使用帳票/証憑一覧の出力

業務詳細ダイアログごとに登録した使用帳票、コントロールダイアログごとに登録した証憑
の情報を出力します。
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内部統制の5つの構成要素に関連する17原則評価機能

インストールCD同梱の「RCM_17Principles.igs」の配布ファイルを取り込むと、17原則評価の
画面が追加され、RCMシートで17原則表示のレイアウトに切り替えられます。

※本機能はAdministratorKitでカスタマイズが必要です。

「17原則表示」をクリックすると
17原則の項目列に切り替わります。
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配布ファイル読込時の図形集・iGrafxテンプレートの保存

AdministratorKitで既存配布ファイル読込時、配布ファイルに図形集・iGrafxテンプレートが
同梱されていた場合は、任意のフォルダへ保存できます。
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【整備/運用評価オプション】
評価表出力時の統制レベル抽出機能

評価表出力で、キーコントロールのみなど、統制レベルで絞り込むことができます。

キーコントロールで
抽出した場合



25

【整備/運用評価オプション】
運用状況評価調書（単票）の出力

キーコントロールごとに「運用状況評価調書」を出力できます。

Sample

サンプルテスト結果は
直接Excelへ記入します。



26
26

iGrafx Origins(v16) （SOX+ Ver 7.0.1）の機能変更

• Windows10に対応

• 「部門」⇒「Swimlane」に名称変更

※SOX+の機能は前バージョンと同じです
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「部門」⇒「Swimlane」に名称変更

これまで「部門」と表記されていましたが、「Swimlane」に変更されました。
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iGrafx Origins(v16) （SOX+ Ver 7.0.2）の新機能

• 整備/運用評価OP英語版追加（有償オプション）

• Server Edition英語版追加（サーバー製品連携機能）

※iGrafxの機能は前バージョンと同じです
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整備/運用評価オプション英語版追加（有償オプション）

整備/運用評価オプションが英語版でも使用できるようになりました。

業務整備評価一覧

コントロール整備/運用評価一覧

運用状況評価調書

リスク別有効性評価一覧
業務プロセス有効性評価表
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Server Edition英語版追加（サーバー製品連携機能）

Platform（サーバー機能）をご利用の場合、Platformに直接RCMを出力したり、配布ファイル
を共有できる機能(Server Edition）が英語版でも使用できるようになりました。

RCM出力時にリポジトリへ
直接出力できます

リポジトリにアップされた
配布ファイルから選んで

取込できます
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